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　近年のゲノム解読技術の著しい進歩により、様々な腫瘍のがんゲノム
の解読が世界的に行われ、それぞれのがんに特徴的な遺伝子変異が報告
されてきている。同時に多層的なオミックス解析による予想以上に多様
な腫瘍のサブタイプが報告され、いよいよ遺伝子変異に応じた個別治療
の必要性が提唱されている。我々はがんゲノミクスとマウス発生工学を
駆使し、小児脳腫瘍に特徴的な遺伝子変異がいかに腫瘍形成に関わるの
か、その分子機序を解明することにより新規分子診断マーカーの同定や
標的がんシグナルの解明を目指している。セミナーでは特に未発表の最
新データを紹介する予定である。
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　川内先生は 2013 年より Deutsches Krebsforschungszentrum  (DKFZ, Heidelberg)
にて研究室を主催され、マウス発生工学を駆使して脳腫瘍研究を展開している新進
気鋭の研究者です。昨年より現所属に移動され、脳腫瘍発生の分子機構に迫る研究
を更に発展させておられます。皆さまどうぞ奮ってご参加下さい。


